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干ばつや集中豪雨といった自然災害の発生頻度が高くなっている［IPCC 2007; Collier, Conway and 
Venables 2008］。2010〜12年に発生した東アフリカ大干ばつは、被災者数が 1200万人、被災地域
がソマリア南部からケニア東部と北部、そしてエチオピア南部と東部に広がった［OCHA and 
Paddy Allen 2011］。国連はこの地域に約 30 年ぶりに飢饉が発生したと発表し、国連世界食糧計画
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は小家畜に大きなダメージを与えた。筆者が調査を行なった約 15 年間に計 4 回の干ばつ（2000




〜85 年、1988 年、1990〜92 年、1996 年に干ばつが起きた記録があった。干ばつの発生頻度は、
1970年以前は約 10年に 1回、その後は 10 年に 2回、そして 2000年以降は 4回と増加している。
このような増加について、調査地では、「おじいさんは干ばつが 10 年に一度起きたといい、お父
さんは 5年に一度起きたという。しかし今では 2、3年に一度起きている」と広く伝えられている。 
レンディーレによると、干ばつの被害を受けたヤギ・ヒツジの群れは元のサイズに回復するま




































図 2 はそのなかにおける食料生産・流通・利用の関係を示している。 




区には計 41 の集落があり、4374 世帯が居住し、平均 1 集落あたり 107 世帯である。筆者が調査





























































































































町に近いため、家畜マーケットや食料などの売店にアクセスしやすかった。そして 2011 年 3〜5
牧畜社会の食料安全保障における地域セーフティネットの意義 











いた。2011 年の 1 年間、WFP が 1 カ月半おきに食料配給を行なった。配給の内容はメイズ、米、
豆類などの主食と、調理用油、そして栄養不良の子供向けの Unimix と呼ばれる栄養食であった。

























携わってきた国際機関は、「アフリカの角地域の危機サミット（The Summit on the Horn of Africa 
牧畜社会の食料安全保障における地域セーフティネットの意義 
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Crisis）」をはじめ、さまざまな形で災害の教訓と対策について議論を重ねた［EAC and IGAD 2011］。
そうした議論のなかで、予測を上回る広い範囲での被災と救援食料の不足が災害を深刻化させた
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